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コネクティッドカーのサービスと通信要件

ITS

IVI

• 低遅延
• 高信頼

☞ V2X
絶対安全

• インターネットアクセス
• 高応答性

☞ セルラー

絶対満足

IoT

Challenge!

• インターネットアクセス
• ビッグデータ
• 遅延許容

☞ セルラー, Wi-Fi

絶対容量

テレマティクス
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 運転支援

ITS

追従走行

衝突回避
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 インフォテイメント
 ナビ、音楽／ビデオ、電話、ネットなど

IVI
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 ビッグデータ・AI

IoT

交通情報

セルラー

クラウド

データ 周辺情報

車両情報
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テレマティクスにおける課題と対応策

企業網

キャリア網

リアルタイム系 非リアルタイム系

コア

5G

企業網

キャリア網

リアルタイム系 非リアルタイム系

コア

4G

【課題】
ビッグデータ需要増

【対応策】
分散化で需要吸収

抑制 増強

通信負荷
低 中 高

分散化
需要増
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テレマティクスにおける課題と対応策

エッジ エッジ エッジ

企業網

キャリア網

リアルタイム系 非リアルタイム系

5G

【対応策】
分散化で需要吸収

コア

③ 通信負荷が低いときに利用

② クラウドを地域に分散配置

① 必要なデータのみ収集

提案：通信のムラ解消
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 出版購読モデル

①必要なデータを収集

車載センサ

データセンタ

車載機

屋外センサ

ユーザデバイス

CSE

CSE

AE

AE

AE

AE: アプリケーション
CSE:共通サービス

情報要求
デバイス管理

情報通知

AE

センサデータ 処理済データ
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 いらないデータを「いらない」という仕組み
 十分な量が集まったデータ

 既に入手済みのデータ

 陳腐化したデータ

①必要なデータを収集

データ量

うれしさ
これ以降の収集は
むだなのでやめる
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 基地局とコア網の間に地域クラウドを置けないか？

② クラウドを地域に分散配置

出典）”5GMF White Paper Version 1.01,” 第5世代モバイル推進フォーラム, 2016年7月
http://5gmf.jp/wp/wp-content/uploads/2016/07/5GMF_WP101_All.pdf

コアクラウド

地域クラウド

http://5gmf.jp/wp/wp-content/uploads/2016/07/5GMF_WP101_All.pdf


10
③通信負荷が低いときに利用
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出典） “我が国の移動通信トラヒックの現状（平成２８年６月分）,” 総務省, 2016年9月
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/field/data/gt010602.pptx

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/field/data/gt010602.pptx
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コミュニティにおける開発は重要

オープンソース
＆

標準規格

調達安定性

ソフトウェア
安定性

相互接続性

メンテナンス将来拡張性

セキュリティ
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コミュニティにおける開発は重要

汎用
コンポーネント

特注
コンポーネント

クルマ用途
こうしたい

非競争領域
「買ってきて使う」

協調領域
「声を合わせてお願い」

汎用
コンポーネント

特注
コンポーネント
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oneM2Mにおける活動
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3GPPにおける活動
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 コネクティッドカーのユースケースと要件を紹介
 ITS、テレマティクス（IVI, IoT）

 テレマティクスの課題と対応策を紹介
 ビッグデータ需要増 → 分散化で需要吸収

 通信のムラ解消について提案
 必要データ収集、クラウド地域分散、低負荷時利用

 コミュニティにおける開発は重要
 oneM2M、3GPP

まとめ


